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	注意: 擬似遺伝子の産物である可能性があります。,機能: Hsp70は他のシャペロンと協力して、既存のタンパク質を凝集から安定化し、細胞質および細胞小器官内で新しく翻訳されたポリペプチドのフォールディングを媒介します。これらのシャペロンは、他のタンパク質の非ネイティブな立体構造を認識する能力を介して、これらすべてのプロセスに関与します。シャペロンは、翻訳中および膜移行中、またはストレス誘発性損傷後にポリペプチドによって露出された、正味の疎水性特性を持つ拡張ペプチドセグメントに結合します。,誘導: 高温でのみ誘導され、基底発現はありません。,類似性: 熱ショックタンパク質70ファミリーに属します。,注意: 擬似遺伝子の産物である可能性があります。,機能: Hsp70は他のシャペロンと協力して、既存のタンパク質を凝集から安定化し、細胞質および細胞小器官内で新しく翻訳されたポリペプチドのフォールディングを媒介します。これらのシャペロンは、他のタンパク質の非天然構造を認識する能力を通じて、これらすべてのプロセスに関与しています。シャペロンは、翻訳および膜移行中、あるいはストレス誘発性損傷後にポリペプチドが露出する、正味の疎水性を持つ延長ペプチドセグメントに結合します。,誘導：高温でのみ発現し、基底発現は示しません。,類似性：熱ショックタンパク質70ファミリーに属します。,
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	HSP77/76ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。

